
 



 

 

 
 

�
�

�������� � � � � � � � �

	
� ��� 
�� � � �

 





 

 

 

廃棄物処理制度見直しの検討状況 
 

[適正処理推進部]



 

 



 

 



 

 



 

 



 

 



 



 

 



 



－セメント業界の廃棄物の排

出量は僅か、年間800t程度、そ

れにも増して他産業から廃棄物

など3,000万tを引き受け、原燃

料に活用されていると聞いてい

ますが、世間に余り知られてい

ません。その辺の事情から－ 

 

－そういった需要動向に対応

して今日までいろいろな分野で、

例えばCO2削減対策と合わせて

省エネ対策、廃棄物排出量の減

量化、廃棄物のエネルギーある

いは原材料としての活用に努力

されてきた－

 



 

 

－製造プロセスはどうなって

いますか－ 

－できあがったというか焼成

されたものは－



－最近、地球温暖化問題とい

うことでCO2削減がかなり深刻

な問題になっていますが、鳩山

総理の外交デビューで更に拍車

が掛かっています－ 

 

－セメントの製造工程を伺い

ましたが、その過程で粘土代替、

石膏代替として、あるいはエネ



 

 

ルギー代替として非常に幅広い

廃棄物、副産物の活用について

も聞きました。セメント需要が

伸びればそれだけ廃棄物の活用

が進むわけですが、当面、将来

の需要動向は－

－具体的には― 

－全体の話では廃棄物の排出

量、適正処理といった問題では

なく、廃棄物・副産物の引取量

年間約3,000万tと、循環型社会

への貢献企業という表現の方が

相応しい－



－廃棄物・副産物の活用に大

いに期待が寄せられますが、リ

サイクルの取り扱いについて現

在の制度に問題点は－ 

－ありがとうございました。 

(聞き手：(株)環境産業新聞社 森本 洋)
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施設見学会を開催
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